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Lesson.12 いろいろな画像ファイルを表示する 
 ここでは「ファイル入出力」コンポーネントを利用して、ファイルを呼び出す方法をご紹介します。 

これまでフレームを１つしか使用していませんでしたが、ここでは２つのフレームを使用します。 

また「複合コンポーネント」という MZ Platform の考え方を使った効率の良いアプリケーション構築方法を

ご紹介します。 

 

Step.1 利用できる画像ファイルの種類 
 MZ Platform では画像ファイルも扱うことができます。扱える画像ファイルの種類は以下のとおりです。 

 

 ・GIF 

 ・JPEG 

 ・PNG 

 

 

Step.2 画像ファイルの入力 
 画像ファイルを取り込んで表示しましょう。 

 

 

       画像ファイルを取り込みます。 

 

 

             ① ボタンをクリックして［画像入出力］の画面を呼び出します。 

 

 

 

 

                                    ② ファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ③ 画像ファイルが表示されます。 

 

 

 

完成図 



実践編-24- 

 

ここでは以下のコンポーネントを使用します。 

 

 

 
 ① 必要なコンポーネントを追加します。 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［ウィンドウ］－［フレーム］、 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［ボタン］－［ボタン］、 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［ダイアログ］ 

   －［ファイル選択］、 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［入出力］－［ファイル］－［画像ファイル入力］ 

   とクリックします。 

 

 

 

コンポーネント名 必要数  

■アプリケーション (1)  

■フレーム 1 ［画面構成部品］－［ウィンドウ］－［フレーム］ 

■ボタン 1 ［画面構成部品］－［ボタン］－［ボタン］ 

■ファイル選択 1 ［画面構成部品］－［ダイアログ］－［ファイル選択］ 

■画像ファイル入力 1 ［入出力］－［ファイル］－［画像ファイル入力］ 

操 作 

準 備 
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 画面を作成します。 

 ① 画面編集をクリックします。 

   ［ボタン］コンポーネントをフレームに追加します。 

   [画面編集]画面上で右クリック－［コンポーネント追加］－［ボタン］コンポーネントと 

   クリックします。 

 

 
 

 ④ 追加できたら閉じるをクリックし、ビルダー画面に戻ります。 

 

 

 

画面編集
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コンポーネント同士の接続を確認します。 

  開始 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■アプリケーション 

発生イベント アプリケーション開始イベント 

接続先コンポーネント 

 
■フレーム（ID:1） 

起動メソッド フレームを表示する() 
 
  終了 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■フレーム（ID:1） 

発生イベント アクションイベント 

接続先コンポーネント 

 
■アプリケーション 

起動メソッド アプリケーションを終了する() 
 
  ボタンをクリックしたらファイル選択画面が表示される 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■ボタン（ID:2） 

発生イベント アクションイベント 

接続先コンポーネント 

 
■ファイル選択（ID:3） 

起動メソッド 単数 Open 用ファイル選択ダイアログを表示する(Component) 

＜引数＞ 説明：親コンポーネント 

取得方法：コンポーネント 

コンポーネント：フレーム(ID:1) 
 
  ファイル選択画面からファイル名を指定して画像を読み込む 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■ファイル選択（ID:3） 

発生イベント データ選択イベント 

接続先コンポーネント 

 
■画像ファイル入力（ID:4）    

起動メソッド ファイル名を指定して画像を読み込む(String) 

＜引数＞ 説明：読み込むファイル名 

取得方法：イベント内包 

コンポーネント：選択データ 

イベント番号 1 

接続確認 
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 ① ［フレーム］コンポーネントと［アプリケーション］コンポーネントを接続します。 

 

 

 ボタンをクリックしたらファイル選択画面が表示されるように接続します。 

 ② 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［ボタン(ID:2)］コンポーネント上で右クリック－［イベント処理追加］ 

   －［アクションイベント］とクリックします。 

 

 ③ イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［ボタン(ID:2)］コンポーネントの［アクションイベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［ファイル選択 (ID:3)］コンポーネントをクリックします。 

操 作 
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 ④ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［単数 Open 用ファイル選択ダイアログを表示する(Component)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

     説明：親コンポーネント 

     取得方法：コンポーネント 

     コンポーネント：フレーム(ID:1) 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

 ファイルが選択されたら画像ファイルが読み込まれるように接続します。 

 ⑤ 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［ファイル選択 (ID:3)］コンポーネント上で右クリック－［イベント処理追加］ 

   －［データ選択イベント］とクリックします。 

 

 ⑥ イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［ファイル選択 (ID:3)］コンポーネントの［データ選択イベント］上で 
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   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［画像ファイル入力(ID:4)］コンポーネントをクリックします。 

 

 ⑦ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［ファイル名を指定して画像を読み込む(String)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

     説明：読み込むファイル名 

     取得方法：イベント内包 

     メソッド／値：選択データ 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑧ イベント番号を設定します。 

   ［画像ファイル入力(ID:4)］コンポーネントの上で右クリック－［イベント番号設定］ 

   －［イベント番号設定］をクリックします。 

   定常起動のチェックをオフにして［NO:1］をチェックします。 
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 ⑨ ボタンが表示され、ボタンをクリックするとファイル選択の画面が表示することを確認します。 

   実行（設定可）で実行します。 

   ボタン名を［画像ファイル入力］に変更しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※画像ファイルはまだ表示されません。 
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Step.3 新しいフレームの利用 
 ファイル選択画面で選んだファイルを新しいフレームに表示します。 

 

 これまでの Lesson では１つのフレームを利用していました。ここでは２つ目のフレームを利用します。 

複数のフレームを使用するときには、［画面編集］画面の左側の領域を利用します。この領域には、そのアプ

リケーションに準備してあるフレームが表示されます。フレームのＩＤを確認しながら使います。 

 ここまでで［フレーム(ID:1)］コンポーネントに［ボタン］コンポーネントが追加されています。ここで

は新たに［フレーム］コンポーネントを追加して［イメージビューワー］コンポーネントを追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 １．ボタンとは別のウィンドウ（フレーム）を追加しそのウィンドウに画像を表示する。 

 

 

      ここでは以下のコンポーネントを追加します。 

 

 

コンポーネント名 必要数  

■フレーム 1 ［画面構成部品］－［ウィンドウ］－［フレーム］ 

■イメージビューワー 1 
［画面構成部品］－［グラフィックス］－ 
               ［イメージビューワー］ 

準 備 

考え方 
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 ① 必要なコンポーネントを追加します。 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［ウィンドウ］－［フレーム］、 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［グラフィックス］ 

   －［イメージビューワー］とクリックします。 

 

 

 
 

 ① 画面を作成します。 

   画面編集をクリックします。 

   左側の領域から［フレーム(ID:5)］をクリックします。 

   ここに［イメージビューワー(ID:6)］コンポーネントを追加します。 

   ［画面編集］画面上で右クリック－［コンポーネント追加］－［イメージビューワー(ID:6)］と 

   クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 追加できたら閉じるをクリックし、ビルダー画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

操 作 

画面編集 
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コンポーネント同士の接続を確認します。 

 

  ファイルが選択されたら新しいフレームが起動する 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■ファイル選択（ID:3） 

発生イベント データ選択イベント 

接続先コンポーネント 

 
■フレーム（ID:5） 

起動メソッド フレームを表示する() 

イベント番号 1 

 

  ファイルが読み込まれたら新しいフレームに画像が表示される 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■画像ファイル入力（ID:4） 

発生イベント データ生成イベント 

接続先コンポーネント 

 
■イメージビューワー（ID:6）    

起動メソッド イメージデータを設定する(Image) 

＜引数＞ 説明：イメージ 

取得方法：イベント内包 

メソッド／値：イベント対象データ 

 

  ［フレーム(ID:1)］が閉じる時、イメージデータをクリアする 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■フレーム（ID:1） 

発生イベント アクションイベント 

接続先コンポーネント 

 
■イメージビューワー（ID:6） 

起動メソッド イメージをクリアする() 

 

  ［フレーム(ID:1)］が閉じる時［フレーム(ID:5)］も同時に閉じる 

接続先コンポーネント 

 
■フレーム（ID:5） 

起動メソッド フレームを閉じる() 

 

 

 

 

接続確認 
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ファイルが読み込まれたら新しいフレームに画像が表示されるようにしましょう。 

 

―――ファイルが選択されたら新しいフレームが起動する――― 

 ① イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［ファイル選択(ID:3)］コンポーネントの［データ選択イベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［フレーム(ID:5)］をクリックします。 

 

 ② 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［フレームを表示する()］をクリックします。 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

 ③ イベント番号を設定します。 

   ［フレーム(ID:5)］コンポーネントの上で右クリック－［イベント番号設定］－［イベント番号設定］ 

   をクリックします。 

   定常起動のチェックをオフにして［NO:1］をチェックし設定をクリックします。 

 

―――ファイルが読み込まれたら新しいフレームに画像が表示される――― 

 ④ 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［画像ファイル入力(ID:4)］コンポーネント上で右クリック－［イベント処理追加］ 

   －［データ生成イベント］とクリックします。 

 

 ⑤ イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［画像ファイル入力(ID:4)］コンポーネントの［データ生成イベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［イメージビューワー(ID:6)］をクリックします。 

 

操 作 
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 ⑥ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［イメージデータを設定する(Image)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

     説明：イメージ 

     取得方法：イベント内包 

     メソッド／値：イベント対象データ  

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

―――ボタンが付いているフレームが閉じたら、[イメージビューアー]に表示されている画像を 

   クリアし、フレームも閉じる――― 

 

 ⑦ イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［フレーム(ID:1)］コンポーネントの［アクションイベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［イメージビューワー(ID:6)］をクリックします。 

 

 ⑧ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［イメージをクリアする()］をクリックします。 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 
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 ⑨ イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［フレーム(ID:1)］コンポーネントの［アクションイベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［フレーム(ID:5)］をクリックします。 

 

 ⑩ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［フレームを閉じる()］をクリックします。 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 ⑪ ［イメージビューワー(ID:6)］上の画像をクリアし、［フレーム(ID:5)］コンポーネントを閉じてから 

アプリケーションを終了するように変更します。 

   ［イメージビューワー(ID:6)］、［フレーム(ID:5)］コンポーネントと 

［アプリケーション］コンポーネントを入れ替えます。 

   ［アプリケーション］コンポーネントをドラッグして一番上に移動します。 

 

 ⑫ ここまでの動きを確認します。 

   実行（設定可）で実行します。 
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Step.4 イメージビューワーの設定変更 
 イメージビューワーの設定を変更しましょう。 

 

 

      ウィンドウのサイズ変更に伴って、イメージビューワーのサイズも変更するようにしましょう 

      （画像のサイズは変わりません）。 

 

 ① 画面編集をクリックします。 

 

 ② 左側の領域の［フレーム(ID:5)］をクリックして選択します。 

 

 ③ ［フレーム(ID:5)］をクリックし、［配置］－［領域配置］に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ ［閉じる］をクリックします。 

 

 ⑤ 実行をクリックし、動作確認します。 

ここでは画像ファイル「mz_logo_long.gif」を使用して確認します。 

 

 

操 作 
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      ウィンドウの中で画像をドラックできるようにしましょう。 

 

 ① ［イメージビューワー］コンポーネントの上で右クリック－［属性情報設定．．．］をクリックします。 

 

 

 ② ［DragEnabled］を［true］にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ ［実行］ボタンをクリックし、ウィンドウの中で画像がドラッグできることを確認します。 

ここでは画像ファイル「mz_logo_long.gif」を使用して確認します。 

 

操 作 
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まとめ 
 ここまで進めるとビルダー上では以下のようになります。 
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Step.5 複合コンポーネントによる階層化 
 複合コンポーネントとは、いくつかのコンポーネントとひとまとめにした新たなコンポーネントです。 

以下のような場合に便利です。 

 

 １．繰り返し使われる操作をまとめておく 

 ２．ビルダー上の記述が長くなってしまった場合に整理する 

 ３．機能単位にまとめておき開発作業の効率を上げたい 

 ４．後のメンテナンス時に見やすくしたい 

 

 複合コンポーネントは、違う階層にコンポーネントをまとめておく方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ［画像ファイル］コンポーネント、［フレーム］コンポーネント、［イメージビューワー］コンポーネント

を、以下の手順で複合コンポーネント内にまとめます： 

  

 １．［複合コンポーネント］を追加する 

考え方 
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 ２．［画像ファイル］コンポーネント、［フレーム］コンポーネント、 

   ［イメージビューワー］コンポーネントを複合コンポーネントに追加する 

 ３．元の階層から［画像ファイル］コンポーネント、［フレーム］コンポーネント、 

   ［イメージビューワー］コンポーネントの３つのコンポーネントを削除する 

 

ここでは以下のコンポーネントを追加します。 

 

 

複合コンポーネントを追加しましょう。 

 

 ① 必要なコンポーネントを追加します。 

   作業領域で右クリック－［複合コンポーネント作成］－［コンポーネント］を追加します。 

 

 ② 追加した［複合コンポーネント］をダブルクリックします。 

 

 

 

       ［複合コンポーネント］の中に入ります。画面が緑色に変わります。 

 

 

コンポーネント名 必要数  

■複合コンポーネント 1  

 
確認 

準 備 

操 作 
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 ③ 複合コンポーネントに名前を付けます。 

   ［コンポーネント名称］の「<No Name>」を消して「画像表示コンポーネント」と入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      コンポーネントに名前が付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
確認 
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知っていると便利！ 
 複合コンポーネントの中に入っている時、保存ボタンを押して表示されるダイアログでこの階層のみ 

ボタンを押すと、複合コンポーネントだけをアプリケーションとは別に保存することができます。 

 デフォルトでは XML 形式（拡張子：.mzcx）とバイナリ形式（.mzcs）の 2 種類で保存されます。 

 この時 MZPlatform のインストールフォルダー¥AP_DATA_COMB フォルダ（デフォルトでは

C:¥MZPlatform¥2.5¥AP_DATA_COMB）の下にファイルを保存すると、[複合コンポーネント追加]の際、

ファイルが一覧表示されるようになります。 

 

 ① 複合コンポーネント内で保存ボタンを押し、表示されるダイアログでこの階層のみボタンを 

クリックします。 

 

 

 

 ② 保存フォルダに「AP_DATA_COMB」を選択します。フォルダ内にさらに新規フォルダを作成しても 

構いません。 

 
 

 ③ [複合コンポーネント追加]時に内容が一覧表示されます。 

 「AP_DATA_COMB」フォルダ以外に保存してあるファイルを追加する際には、[ロード…]をクリック

します。 
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Step.6 複合コンポーネントの利用 
 複合コンポーネントを利用しましょう。 

 

１）複合コンポーネントの作成 
 複合コンポーネントの中を作ります。これまで使用していた階層と同じ方法で作成します。 

 

ここでは以下のコンポーネントを使用します。 

 

 

 
 

 ① 必要なコンポーネントを追加します。 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［ウィンドウ］－［フレーム］、 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［入出力］－［ファイル］－［画像ファイル入力］、 

   作業領域で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［グラフィックス］ 

   －［イメージビューワー］とクリックします。 

 

  
 

 ① 画面を作成します。 

   画面編集をクリックします。 

   ［イメージビューワー(ID:7-3)］コンポーネントを複合コンポーネントのフレームに追加します。 

   ［画面編集］画面上で右クリック－［イメージビューワー(ID:7-3)］コンポーネントと 

   クリックします。 

   追加できたら閉じるをクリックし、ビルダー画面に戻ります。 

 

コンポーネント名 必要数  

■複合コンポーネント 

(画像表示コンポーネント) 
(1)  

■フレーム 1 ［画面構成部品］－［ウィンドウ］－［フレーム］ 

■画像ファイル入力 1 ［入出力］－［ファイル］－［画像ファイル入力］ 

■イメージビューワー 1 
［画面構成部品］－［グラフィックス］－ 
               ［イメージビューワー］

画面編集 

操 作 

準 備 
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コンポーネント同士の接続を確認します。  

  接続は複合コンポーネントの上の階層（前の Step）と同じです。 

 

  ファイルが読み込まれたら新しいフレームに画像が表示される 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■画像ファイル入力（ID:7-2） 

発生イベント データ生成イベント 

接続先コンポーネント 

 
■イメージビューワー（ID:7-3） 

起動メソッド イメージデータを設定する(Image) 

＜引数＞ 説明：イメージデータ 

取得方法：イベント内包 

メソッド／値：イベント対象データ 

 

複合コンポーネントの中を作りましょう。 

 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［画像ファイル入力(ID:7-2)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［データ生成イベント］とクリックします。 

 

 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［画像ファイル入力(ID:7-2)］コンポーネントの［データ生成イベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［イメージビューワー(ID:7-3)］をクリックします。 

 

 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［イメージデータを設定する(Image)］をクリックし閉じるをクリックします。 

   引数を設定します。 

     説明：イメージ 

     取得方法：イベント内包 

     メソッド／値：イベント対象データ 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

接続確認 

操 作 
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知っていると便利！ 
 

 複合コンポーネントの中を作成する際、［コンポーネントコピー］及び［コンポーネントペースト］を使用

すると効率良く作成できます。 

 

① 複合コンポーネントにするコンポーネント上で右クリック－[コンポーネントコピー]とクリックします。 

② ［複合コンポーネント］をダブルクリックし、複合コンポーネント内に入ります。 

③ 作業領域で右クリック－[コンポーネントペースト]とクリックします。 
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２）複合コンポーネントの中のメソッドを公開する 
 複合コンポーネントの中に設定したメソッドを上の階層から呼び出します。 

上の階層からメソッドを呼び出すには複合コンポーネントの中のメソッドを上の階層に「公開」して使える

ようにする必要があります。 

 「公開」するメソッドは上の階層で必要なものだけを公開します。 

 ここで必要なのは以下の 4 つのメソッドであることがわかります。これらを公開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      複合コンポーネントのメソッドを公開しましょう。 

 

 ① ［画面表示コンポーネント］をダブルクリックして複合コンポーネントに入ります。 

 

 ② ［画面表示コンポーネント］の複合コンポーネントで［右クリック］－［公開メソッド設定］を 

   クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操 作 

公開メソッド 

公開メソッド 
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 ③ 公開メソッド設定の窓が表示されます。 

公開するメソッドを選びます。 

   ［フレーム］から選びます。 

   ［フレーム(ID:7-1)］で右クリック－［公開メソッド設定．．．］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ ［フレームを表示する()］［フレームを閉じる()］を公開します。 

   ［フレームを表示する()］をクリック、［フレームを閉じる()］を【Shift】＋クリックします。 

   追加（公開化）をクリックし、設定をクリックします。 
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 ⑤ 公開するメソッドを選びます。 

   ［画像ファイル入力(ID:7-2)］から選びます。 

   ［画像ファイル入力(ID:7-2)］で右クリック－［公開メソッド設定．．．］をクリックします。 

 

 ⑥ ［ファイル名を指定して画像を読み込む(String)］をクリックします。 

   追加（公開化）をクリックし、設定をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑦ 公開するメソッドを選びます。 

   ［イメージビューワー(ID:7-3)］から選びます。 

   ［イメージビューワー(ID:7-3)］で右クリック－［公開メソッド設定．．．］をクリックします。 
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 ⑧ ［イメージをクリアする()］をクリックします。 

   追加（公開化）をクリックし、設定をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

      公開メソッドは以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
確認 
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まとめ 
 ここまで進めるとビルダー上では以下のようになります。 
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３）公開してあるメソッドを上の階層から使用する 
 複合コンポーネントで公開したメソッドを上の階層から使用します。 

現在設定されているメソッドを削除して複合コンポーネントのメソッドに置き換えます。 

 

 

      現在設定されているメソッドを削除しましょう。 

 

 ① 複合コンポーネントから元の階層に戻ります。 

   右上の［編集サポートボタン］をクリックして１階層上に上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       元の階層に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操 作 

 
確認 



実践編-53- 

 ② 複合コンポーネントになっている接続コンポーネントを変更します。 

   ［フレーム(ID:1)］と接続されている［イメージビューワー(ID:6)］を 

［画像表示コンポーネント(ID:7)］に変更します。 

   右側の［イメージビューワー(ID:6)］の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

［画像表示コンポーネント(ID:7)］をクリックします。 

 

 

 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［イメージをクリアする()］をクリックします。 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

 ④ ［フレーム(ID:1)］と接続されている［フレーム(ID:5)］を 

［画像表示コンポーネント(ID:7)］に変更します。 

右側の［フレーム(ID:5)］の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 
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［画像表示コンポーネント(ID:7)］をクリックします。 

 

 ⑤ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［フレームを閉じる()］をクリックします。 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 ⑥ ［ファイル選択(ID:3)］と接続されている［画像ファイル入力(ID:4)］を 

［画像表示コンポーネント(ID:7)］に変更します。 

右側の［画像ファイル入力(ID:4)］の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

［画像表示コンポーネント(ID:7)］をクリックします。 

 

 ⑦ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［ファイル名を指定して画像を読み込む(String)］をクリックします。 

     説明：読み込むファイル名 

     取得方法：イベント内包 

     メソッド／値：選択データ 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

 ⑧ ［ファイル選択(ID:3)］と接続されている［フレーム(ID:5)］を 

［画像表示コンポーネント(ID:7)］に変更します。 

右側の［画像ファイル入力(ID:4)］の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

［画像表示コンポーネント(ID:7)］をクリックします。 
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 ⑨ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［フレームを表示する()］をクリックします。 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

 ⑩ 確認します。 

   実行（設定可）で実行します。 

   複合コンポーネントを作成する前と同じ動作ができることを確認します。 

 

 

 

 

       以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
確認 
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不要なコンポーネントを削除しましょう。 

 

 ① コンポーネントを削除します。 

   ［画像ファイル入力(ID:4)］を削除します。 

   ［画像ファイル入力(ID:4)］の上で右クリック－［コンポーネント削除］をクリックします。 

 

 

 ② ［コンポーネントを削除します。よろしいですか？］のメッセージが表示されるので 

   ［はい］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ①～②を繰り返して 

   ［フレーム(ID:5)］、［イメージビューワー(ID:6)］を削除します。 

操 作 
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まとめ 
 ここまで進めるとビルダー上では以下のようになります。 
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Step.7 機能を追加する 
 ここまで作成してきたアプリケーションに機能を追加します。 

 

１）画像をウィンドウの領域表示の大きさに合わせる 
 画像を表示領域の大きさに合わせることができます。 

画像の大きさと表示領域の大きさを比較して画像のスケールを計算し、そのスケールを指定して画像を再表

示することができます。 

 画像のスケールについては［イメージビューワー］コンポーネントが計算の機能を持っています。 
 

画像をウィンドウの表示領域の大きさに合わせて再表示します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ここでは以下のコンポーネントを複合コンポーネントに追加します。 

 

 

  
 ① 必要なコンポーネントを複合コンポーネントに追加します。 

   作業領域（緑）で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［パネル］－［パネル］ 

   作業領域（緑）で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［ボタン］－［ボタン］ 

   とクリックします。 
 

 
 ① 画面を作成します。 

   画面編集をクリックします。 

   ［パネル］コンポーネントをフレームに追加します。 

コンポーネント名 必要数  

■パネル 1 ［画面構成部品］－［パネル］－［パネル］ 

■ボタン 1 ［画面構成部品］－［ボタン］－［ボタン］ 

画面編集 

完成図 

準 備 

操 作 
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   ［配置］を［領域配置］に変更します。 

   ［フレーム(ID:7-1)］上で右クリック－［コンポーネント追加］－［パネル(ID:7-4)］ 

   －［South］とクリックします。 

 

 

 ② ［ボタン(ID:7-5)］コンポーネントを［パネル(ID:7-4)］コンポーネントに追加します。 

左側の領域を見ると［フレーム(ID:7-1)］コンポーネントに［イメージビューワー(ID:7-3)］コンポ

ーネントと［パネル(ID:7-4)］コンポーネントが並列に追加されています。このうち、［パネル(ID:7-4)］

コンポーネントに［ボタン(ID:7-5)］コンポーネントを追加します。［パネル(ID:7-4)］コンポーネン

ト上で右クリックして、［ボタン(ID:7-5)］コンポーネントを追加します。 
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       パネルの上にボタンが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ［フレーム(ID:7-1)］をクリックすると［イメージビューワー(ID:7-3)］と［パネル(ID:7-4)］、 

       ［ボタン(ID:7-5)］の位置が確認できます。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ ［ボタン(7-5)］に｢フィット｣の文字列を設定します。 

［ボタン(7-5)］上でマウス右クリックし[属性情報設定...]を選択します。コンポーネント情報設定

画面内の[TEXT]の欄に｢フィット｣と設定します。 

設定ボタンを押し設定を確定し、閉じるをクリックし画面編集を終了します。 

 
確認 

 
確認 
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コンポーネント同士の接続を確認します。 

 

  画像をイメージビューワーにフィットさせる 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■ボタン（ID:7-5） 

発生イベント アクションイベント 

接続先コンポーネント 

 
■イメージビューワー（ID:7-3） 

起動メソッド イメージをフィットする() 

 

［フィット］ボタンに機能を割り当てましょう。 

 

―――画像をイメージビューワーにフィットさせる――― 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［ボタン(ID:7-5)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［アクションイベント］とクリックします。 

 

 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［ボタン(ID:7-5)］コンポーネントの［アクションイベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［イメージビューワー(ID:7-3)］コンポーネントをクリックします。 

 

 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［イメージをフィットする ()］をクリックします。 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

接続確認 

操 作 
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まとめ 
 ここまで進めるとビルダー上では以下のようになります。 
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２）画像を拡大・縮小する 
 画像を拡大・縮小する機能を設定します。10%ずつサイズが変更するようにします。 

 

画像を拡大・縮小する機能を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは以下のコンポーネントを追加します。 

 

 

 複合コンポーネント「画像表示コンポーネント」に必要なコンポーネントを追加します。 

 ① 複合コンポーネントに入ります。 

   作業領域（緑）で右クリック－［コンポーネント追加］－［画面構成部品］－［ボタン］－［ボタン］ 

   と、クリックします。（２回繰り返します） 

   作業領域（緑）で右クリック－［コンポーネント追加］－［処理部品］－［演算制御］－［加算(+)］、 

   作業領域（緑）で右クリック－［コンポーネント追加］－［処理部品］－［条件制御］ 

   －［比較演算(>)］とクリックします。 
  
 追加した２つのボタンは以下で［＋１０％］ボタン、［－１０％］ボタンになります。 
 

  
 ① 画面を作成します。 

   画面編集をクリックします。 

コンポーネント名 必要数  

■ボタン 2 ［画面構成部品］－［ボタン］－［ボタン］ 

■加算(+) 1 ［処理部品］－［演算制御］－［加算(+)］ 

■比較演算(>) 1 ［処理部品］－［条件制御］－［比較演算(>)］ 

画面編集 

完成図 

準 備 

操 作 
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   ［パネル］コンポーネントに［ボタン］コンポーネントを２つ追加します。 

   ［パネル(ID:7-5)］上で右クリック－［コンポーネント追加］－［ボタン(ID:7-6)］、 

   ［パネル(ID:7-5)］上で右クリック－［コンポーネント追加］－［ボタン(ID:7-7)］、 

   とクリックします。 

 

 
 

 

       ［フィット］ボタンの周りに２つボタンが追加されます。 

       手動配置にして新しく追加したボタン２つがパネルの中に収まるようにします。 

 
 

 

 ③ 追加後閉じるをクリックします。 

 

 
確認 
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コンポーネント同士の接続を確認します。 

 

  初期状態を登録する 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■イメージビューワー（ID:7-3） 

発生イベント データ設定イベント 

接続先コンポーネント 

 
■加算(+)（ID:7-8）    

起動メソッド 数値に変換後、左右オペランドを設定する(String,String) 

＜引数０＞ 説明：左オペランド 

取得方法：固定値 

メソッド／値：100 

＜引数１＞ 説明：右オペランド 

取得方法：固定値 

メソッド／値：0 

イベント番号 1 

  

  フィット後の状態を登録する 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■ボタン（ID:7-5） 

発生イベント アクションイベント 

接続先コンポーネント 

 
■加算(+)（ID:7-8）  

起動メソッド 数値に変換後、左右オペランドを設定する(String,String) 

＜引数０＞ 説明：左オペランド 

取得方法：メソッド戻り値 

コンポーネント：イメージビューワー(ID:7-3) 

メソッド／値：垂直方向のイメージ表示比率を取得する      

＜引数１＞ 説明：右オペランド 

取得方法：固定値 

メソッド／値：0 

   

   

接続確認 
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  画像を 10%ずつ大きくする 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■ボタン（ID:7-6） 

発生イベント アクションイベント 

接続先コンポーネント 

 
■加算(+)（ID:7-8）  

起動メソッド 数値変換／左右オペランド設定後、演算を行う 

(String,String)

＜引数０＞ 説明：左オペランド 

取得方法：メソッド戻り値 

コンポーネント：加算(+)(ID:7-8) 

メソッド／値：演算結果（左オペランド＋ 

              右オペランド）を取得する 

＜引数１＞ 

 

説明：右オペランド 

取得方法：固定値 

メソッド／値：10 

   

  画像を 10%ずつ小さくする 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■ボタン（ID:7-7） 

発生イベント アクションイベント 

接続先コンポーネント 

 
■加算(+)（ID:7-8） 

起動メソッド 数値変換／左右オペランド設定後、演算を行う 

(String,String)

＜引数０＞ 

 

説明：左オペランド 

取得方法：メソッド戻り値 

コンポーネント：加算(+)(ID:7-8) 

メソッド／値：演算結果（左オペランド＋ 

              右オペランド）を取得する 

＜引数１＞ 説明：右オペランド 

取得方法：固定値 

メソッド／値：-10 
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  左右オペランドを計算する 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■加算(+)（ID:7-8） 

発生イベント 処理完了イベント 

接続先コンポーネント 

 
■比較演算(>)（ID:7-9）   

起動メソッド 数値に変換して左右オペランドに設定した後で演算を行う 

(String,String)

＜引数０＞ 説明：左オペランド 

取得方法：イベント内包 

メソッド／値：処理結果データ 

＜引数１＞ 説明：右オペランド 

取得方法：固定値 

メソッド／値：0 

イベント番号 ０ 

 

  画像スケールを設定する 

接続項目 接続関係 

接続元コンポーネント 

（イベント発生コンポーネント） 
■比較演算(>)（ID:7-9）  

発生イベント 処理完了イベント 

接続先コンポーネント 

 
■イメージビューワー（ID:7-3）   

起動メソッド setScale (int) 

＜引数＞ 説明：スケール(%) 

取得方法：メソッド戻り値 

コンポーネント：比較演算(＞)(ID:7-9) 

メソッド／値：左オペランドを取得する 

イベント番号 １ 

 

［＋１０％］ボタン、［－１０％］の機能を設定しましょう。 

 
―――初期状態を登録する――― 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［イメージビューワー(ID:7-3)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［データ設定イベント］とクリックします。 
 
 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［イメージビューワー(ID:7-3)］コンポーネントの［データ設定イベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

操 作 
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   ［加算(+) (ID:7-8)］コンポーネントをクリックします。 
 
 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［数値変換後、左右オペランドを設定する(String,String)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

   ＜引数０＞ 

     説明：左オペランド 

     取得方法：固定値 

     メソッド／値：100 

   ＜引数１＞ 

     説明：右オペランド 

     取得方法：固定値 

     メソッド／値：0 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 
 
 ④ イベント番号を設定します。 

   ［加算(+)(ID:7-8)］コンポーネントの上で右クリック－［イベント番号設定］ 

   －［イベント番号設定］をクリックします。 

   定常起動のチェックをオフにして［NO:1］をチェックし設定をクリックします。 

 
―――フィット後の状態を登録する――― 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［ボタン(ID:7-5)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［アクションイベント］とクリックします。 
 
 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［ボタン(ID:7-5)］コンポーネントの［アクションイベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［加算(+) (ID:7-8)］コンポーネントをクリックします。 
 
 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［数値変換後、左右オペランドを設定する(String,String)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

   ＜引数０＞ 

     説明：左オペランド 

     取得方法：メソッド戻り値 
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     コンポーネント：イメージビューワー(ID:7-3) 

     メソッド／値：垂直方向のイメージ表示比率を取得する() 

   ＜引数１＞ 

     説明：右オペランド 

     取得方法：固定値 

     メソッド／値：0 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 
―――画像を１０％ずつ大きくする――― 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［ボタン(ID:7-6)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［アクションイベント］とクリックします。 
 
 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［ボタン(ID:7-6)］コンポーネントの［アクションイベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［加算(+) (ID:7-8)］コンポーネントをクリックします。 

 

 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［数値変換／左右オペランド設定後、演算を行う(String,String)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

   ＜引数０＞ 

     説明：左オペランド 

     取得方法：メソッド戻り値 

     コンポーネント：加算(+) (ID:7-8) 

     メソッド／値：演算結果（左オペランド＋右オペランド）を取得する() 

   ＜引数１＞ 

     説明：右オペランド 

     取得方法：固定値 

     メソッド／値：10 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 
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―――画像を１０％ずつ小さくする――― 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［ボタン(ID:7-7)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［アクションイベント］とクリックします。 

 

 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［ボタン(ID:7-7)］コンポーネントの［アクションイベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［加算(+) (ID:7-8)］コンポーネントをクリックします。 

 

 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［数値変換／左右オペランド設定後、演算を行う(String,String)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

   ＜引数０＞ 

     説明：左オペランド 

     取得方法：メソッド戻り値 

     コンポーネント：加算(+) (ID:7-8) 

     メソッド／値：演算結果（左オペランド＋右オペランド）を取得する() 

   ＜引数１＞ 

     説明：右オペランド 

     取得方法：固定値 

     メソッド／値：-10 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

―――左右オペランドを計算する――― 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［加算(+)(ID:7-8)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［処理完了イベント］とクリックします。 

 

 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［加算(+)(ID:7-8)］コンポーネントの［処理完了イベント］上で 
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   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［比較演算(>) (ID:7-9)］コンポーネントをクリックします。 

 

 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［数値に変換して左右オペランドに設定した後で演算を行う(String,String)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

   ＜引数０＞ 

     説明：左オペランド 

     取得方法：イベント内包 

     メソッド／値：処理結果データ 

   ＜引数１＞ 

     説明：右オペランド 

     取得方法：固定値 

     メソッド／値：0 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ イベント番号を設定します。 

   ［比較演算(>) (ID:7-9)］コンポーネントの上で右クリック－［イベント番号設定］ 

   －［イベント番号設定］をクリックします。 

   定常起動のチェックをオフにして［NO:0］をチェックし設定をクリックします。 

 

―――比較結果を受け取る――― 

 ① 使用するイベントを選択し、コンポーネントを接続する準備をします。 

   左側の［比較演算(>) (ID:7-9)］コンポーネント上で 

   右クリック－［イベント処理追加］－［処理完了イベント］とクリックします。 

 

 ② イベントの接続先コンポーネントを選びます。 

   左側の［比較演算(>) (ID:7-9)］コンポーネントの［処理完了イベント］上で 

   右クリック－［起動メソッド追加］とクリックします。空の四角い枠が追加されます。 

   右側に追加された空の四角い枠にコンポーネントを割り当てます。 

   右側に追加された空の四角い枠の上で右クリック－［接続コンポーネント選択］－ 

   ［イメージビューワー(ID:7-3)］コンポーネントをクリックします。 
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 ③ 接続したコンポーネントの処理を選びます。 

   接続したコンポーネントの上で右クリック－［起動メソッド設定．．．］をクリックします。 

   起動メソッド設定画面が表示されます。 

   起動メソッド（処理）を選びます。 

   ［メソッド］の  をクリックします。 

   ［setSale (int)］をクリックします。 

   引数を設定します。 

     説明：スケール(%) 

     取得方法：メソッド戻り値 

     コンポーネント：比較演算(>) (ID:7-9) 

     メソッド／値：左オペランドを取得する 

   設定後、閉じるボタンをクリックします。 

 

 ④ イベント番号を設定します。 

   ［画像ファイル入力 (ID:7-2)］コンポーネントの上で右クリック－［イベント番号設定］ 

   －［イベント番号設定］をクリックします。 

   定常起動のチェックをオフにして［NO:1］をチェックし設定をクリックします。 

 

 ⑤ ［実行（設定可）］で実行し確認します。 

   さらにボタン名を「＋１０」「－１０」にそれぞれ変更します。 

 



実践編-73- 

まとめ 
 ここまで進めるとビルダー上では以下のようになります。 
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